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づいた3model（Model 1: 構造的計測値、Model 2: プラークの各構成要素の面積、Model 3: 
各構成要素の割合）で多変量ロジスティック回帰分析とROC解析を行った。
【結果】　
　711の同一断面像（MLA: n=86, non-MLA: n=625）について検討した。
　OFDIによる外弾性板の視認性が180度未満である割合は、MLA siteで有意に多かった
（86.1% vs。29.3%, p<0.05）。単変量解析及び多変量解析では、Model 1で血管面積、％プラー
ク面積、偏心性係数（adjusted odds ratio: 1.24, 1.14, 0.04）、Model 2で石灰化成分及び脂質
成分の面積（adjusted odds ratio: 617.09, 1.82）、Model 3で石灰化成分及び脂質成分の割合 
（adjusted odds ratio: 1.46, 1.06）がそれぞれ独立予測因子であった。ROC解析では、最も
強力な予測因子は％プラーク面積であり、cut-offは60.3%であった（AUC 0.90; 感度79.8%; 
特異度85.5%）。脂質成分及び石灰化成分の面積も予測因子であった（AUC 0.82, 0.73; cut-
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